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1
総
務
文
教
常
任
委
員
会
・
産
業
民
生
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
（
付
託
案
件
審
査
）

2

《
総
務
文
教
常
任
委
員
会
》

★
令
和
８
年
３
月
５
日
㈭

◎
議
案
第
３
号

室
蘭
市
と
の
間
に
お
い
て

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の

一
部
を
変
更
す
る
協
定
を

締
結
す
る
こ
と
に
つ
い
て

◎
議
案
第
４
号

だ
て
歴
史
の
杜
食
育
セ
ン

タ
ー
整
備
運
営
事
業
契
約

の
変
更
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

◎
議
案
第
５
号

伊
達
市
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
市
町
村
計
画
に
つ
い
て

◎
議
案
第
６
号

伊
達
市
犯
罪
被
害
者
等
支

援
条
例

◎
議
案
第
11
号
　

伊
達
市
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
の
利
用
に
関
す
る

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

《
産
業
民
生
常
任
委
員
会
》

★
令
和
８
年
３
月
６
日
㈮

◎
議
案
第
２
号

財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い

て
◎
議
案
第
７
号

伊
達
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
　

◎
議
案
第
８
号

伊
達
市
森
林
火
入
れ
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
議
案
第
９
号

伊
達
市
営
住
宅
管
理
条
例

及
び
伊
達
市
特
定
公
共
賃

貸
住
宅
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◎
議
案
第
10
号
　

伊
達
市
水
道
事
業
給
水
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

　付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
、
各
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
審
査
の

結
果
、
議
案
第
７
号
を
除
く
９
案
件
は
、
全
員
一
致
で
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　議
案
第
７
号
に
つ
い
て
は
、
吉
野
委
員
か
ら
原
案
に
対
す
る
反
対
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
反
対
討
論
に
対
し
、
洞
口
委
員
か
ら
賛
成

討
論
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
い
た

し
ま
し
た
。

　

第１回
　定例会

２月25日～３月17日
　３８案件

　　報告　　　　　　１案件
　　行政報告　　　　２案件
　　教育行政報告　　１案件
　　議長発議議案　　１案件

　　議案　　　　　３０案件

　　意見書案　　　　３案件

令和8年

質疑とは……

　議会に提出した議案に対して
その内容や不明な点を聞くこと
です。



３

質
疑
▼
今
回
の
補
正
に
至
っ
た
経
緯
と
、
厳
し

い
財
政
状
況
下
で
の
今
回
の
事
態
を
ど
う
受
け

止
め
て
い
る
の
か
。

企
画
財
政
部
長
▼
約
8,

3
0
0
万
円
も
の
一

般
財
源
を
追
加
投
入
す
る
事
態
と
な
り
、
極
め

て
遺
憾
で
あ
る
。
消
防
運
営
に
不
可
欠
な
経
費

で
あ
る
以
上
、
本
来
計
上
す
べ
き
予
算
で
あ
っ

た
。

質
疑
▼
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
個
人
の
ミ
ス
で
は
な
く
、
市
全
体
の
体
質

的
な
問
題
で
は
な
い
か
。

企
画
財
政
部
長
▼
通
常
は
消
防
本
部
・
危
機
管

理
課
・
財
政
課
の
３
段
階
で
確
認
を
行
う
体
制

だ
が
、
今
回
は
電
話
確
認
に
留
ま
っ
た
こ
と
で

機
能
し
な
か
っ
た
。
体
制
の
不
備
は
全
面
的
に

認
め
、
最
終
責
任
は
私
に
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

質
疑
▼
消
防
長
に
も
同
様
の
こ
と
に
つ
い
て
伺

う
。

消
防
長
▼
原
因
は
、
電
話
で
の
聞
き
違
い
や
確

認
不
足
に
よ
る
も
の
と
推
測
し
て
い
る
。

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

今
定
例
会
の
最
終
日
、
補
正
予
算
案
が
追
加
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
約
8,

3
0
0

万
円
の
計
上
ミ
ス
に
よ
り
、
財
政
調
整
基
金
（
市
の
貯
金
）

を
追
加
で
取
り
崩
す
事
態
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
議
会
で

は
、
当
局
に
よ
る
徹
底
し
た
再
発
防
止
策
が
約
束
さ
れ
ま
し

た
。

質
疑
▼
他
の
３
町
や
、
消
防
以
外
の
組
合
会
計

へ
の
影
響
は
あ
る
か
。 

企
画
財
政
部
長
▼
影
響
は
伊
達
市
単
独
の
負
担

分
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
他
町
や
火
葬
場
経
費

（
組
合
会
計
）
へ
の
影
響
は
な
い
。

質
疑
▼
個
人
の
注
意
喚
起
に
留
め
ず
、
仕
組
み

と
し
て
の
再
発
防
止
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

企
画
財
政
部
長
▼
今
後
は
書
面
に
よ
る
目
視
確

認
の
徹
底
な
ど
、
確
認
手
法
を
抜
本
的
に
再
検

証
す
る
。 

副
市
長
▼
部
局
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不

足
は
否
定
で
き
な
い
。
市
長
ま
た
は
副
市
長
名

で
通
知
を
発
し
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
緊
張
感

を
持
て
る
よ
う
、
組
織
と
し
て
再
発
防
止
を
徹

底
す
る
。
今
後
は
メ
ー
ル
等
で
記
録
を
残
す
運

用
も
厳
格
化
す
る
。

2
予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
補
正
予
算
）

8,

3
0
0
万
円
を
計
上
ミ
ス
！



新たな返礼品の「お守り刀」

利用が増えている愛のりタクシー

4

質
疑
▼
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
の
利
用

者
は
増
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
▼
１
割
以
上
増
え
て
い
る
。

令
和
６
年
度
は
月
平
均
９
２
２
人

の
利
用
で
あ
っ
た
が
、
令
和
７
年

度
は
月
1,
0
4
8
人
が
利
用
。

質
疑
▼
新
た
な
シ
ス
テ
ム
と
は
。

答
弁
▼
現
在
は
電
話
で
の
受
付
だ

が
、
今
後
は
ス
マ
ホ
等
の
オ
ン
ラ

イ
ン
受
付
も
可
能
と
な
る
。
ス

ム
ー
ズ
な
受
付
に
よ
り
、
更
に
相

乗
り
率
を
高
め
た
い
。

質
疑
▼
道
南
バ
ス
生
活
路
線
維
持

に
対
す
る
補
助
内
容
は
。

答
弁
▼
道
南
バ
ス
で
は
、
総
事
業

費
６
億
5,

0
0
0
万
円
を
か
け
、

令
和
８
年
度
中
に
、
全
て
の
路
線

に
お
け
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を

進
め
る
と
聞
い
て
い
る
。
国
や
道

の
補
助
金
に
加
え
、
沿
線
自
治
体

と
し
て
費
用
補
填
す
る
予
定
。

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

持
続
可
能
で
誰
も
が
移
動
し
や
す
い
公
共
交
通
の
確
立

を
図
る
た
め
、
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
の
新
た
な
シ
ス
テ
ム
構

築
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
路
線
バ
ス
の
維
持
に
係
る
経
費

も
増
額
し
ま
す
。
持
続
的
地
域
公
共
交
通
確
立
事
業
と
し

て
の
予
算
約
8,

7
0
0
万
円
。

質
疑
▼
選
ば
れ
る
商
品
の
傾
向
は
。

答
弁
▼
ウ
ニ
や
豚
肉
、
鶏
肉
、
プ

リ
ン
な
ど
、
特
定
の
商
品
に
大
き

く
偏
っ
て
い
る
。
特
に
ウ
ニ
は
４

割
を
占
め
る
。

質
疑
▼
新
た
な
返
礼
品
は
あ
る
か
。

答
弁
▼
刀
鍛
冶
工
房
の
渡
辺
惟
平

刀
匠
が
手
掛
け
る「
お
守
り
刀
」。

２
２
０
万
円
か
ら
と
高
額
だ
が
、

注
目
を
集
め
、
伊
達
を
知
っ
て
も

ら
う
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

質
疑
▼
伊
達
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

広
報
に
か
け
る
予
算
規
模
は
。

答
弁
▼
全
体
予
算
の
約
１
％
と
な

る
５
０
０
万
円
程
度
で
あ
る
。

質
疑
▼
地
元
企
業
の
商
品
開
発
に

対
し
て
補
助
は
出
さ
な
い
の
か
。

答
弁
▼
他
市
等
の
事
例
は
把
握
し

て
い
る
が
、
本
市
で
は
各
企
業
の

努
力
に
期
待
し
て
お
り
、
商
品
開

発
補
助
は
予
定
し
て
い
な
い
。

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

伊
達
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
税
収
が
年
々
増
え
て
い

ま
す
。
令
和
８
年
度
は
、
昨
年
度
よ
り
も
１
億
円
多

い
、
５
億
円
の
寄
付
金
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

返
礼
品
代
を
含
む
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
に
係
る
経
費

は
約
２
億
５
，
０
０
０
万
円
で
す
。

3
予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
予
算
）

ふ
る
さ
と
納
税 

絶
好
調
！

　
　
　
　
　
　
　
税
収
は
５
億
円
に

4
予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
予
算
）

地
域
公
共
交
通
が
充
実
！

　
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
が
更
に
便
利
に

こ
れ
ひ
ら

と
う
し
ょ
う



５

　

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

質
疑
▼
ど
の
程
度
の
給
付
予
定
か
。

答
弁
▼
一
世
帯
６
万
４
，
０
０
０

円
を
３
４
０
世
帯
に
支
給
。

質
疑
▼
本
件
は
、
国
が
敗
訴
し
て

い
る
案
件
だ
が
、
市
が
約
４
７
０

万
円
を
負
担
す
る
の
は
妥
当
か
。

答
弁
▼
国
か
ら
の
通
知
に
基
づ
き
、

通
常
の
生
活
保
護
費
の
支
給
と
同

様
、
国
が
約
75
％
、
地
方
公
共
団

体
が
約
25
％
の
割
合
で
負
担
す
る

仕
組
み
で
あ
る
。

質
疑
▼
裁
判
は
平
成
25
年
に
提
起

さ
れ
、
最
高
裁
判
決
は
令
和
７
年

と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
間
に
亡

く
な
っ
た
方
は
対
象
と
な
る
の
か
。

答
弁
▼
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
つ
い

て
は
、
追
加
給
付
の
対
象
外
。
こ

れ
は
最
高
裁
判
決
に
お
い
て
示
さ

れ
た
考
え
方
（
朝
日
訴
訟
判
決
の

判
例
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
25
年
か
ら
、
厚
労
省
が
生
活
保
護
費
の
う
ち
生
活

扶
助
費
を
約
６
％
引
き
下
げ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
令
和
７

年
６
月
最
高
裁
に
お
い
て
違
法
判
決
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
引
き
下
げ
分
を
追
加
給
付
す
る
た
め
の
経

費
２,

１
７
６
万
円
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

平
成
25
年
か
ら
、
厚
労
省
が
生
活
保
護
費
の
う
ち
生
活

扶
助
費
を
約
６
％
引
き
下
げ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
令
和
７

年
６
月
最
高
裁
に
お
い
て
違
法
判
決
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
引
き
下
げ
分
を
追
加
給
付
す
る
た
め
の
経

費
２,

１
７
６
万
円
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
▼
委
託
先
の
施
設
は
。

答
弁
▼
新
規
登
録
施
設
を
含
め
、

宿
泊
型
３
ヵ
所
、
通
所
型
３
ヵ
所
、

訪
問
型
１
ヵ
所
で
あ
る
。

質
疑
▼
本
事
業
は
大
変
評
判
が
良

い
。
宿
泊
型
の
利
用
は
年
２
回
が

上
限
と
な
っ
て
い
る
が
、
回
数
を

増
や
す
予
定
は
あ
る
か
。

答
弁
▼
増
や
し
た
い
が
、
施
設
の

収
容
力
か
ら
年
２
回
が
限
界
。

質
疑
▼
市
内
で
も
利
用
で
き
る
場

所
を
増
や
せ
な
い
か
。

答
弁
▼
設
置
基
準
等
の
課
題
も
あ

り
、
民
間
事
業
者
の
参
入
が
進
ん

で
い
な
い
の
が
現
状
。

質
疑
▼
産
後
ケ
ア
の
利
用
率
は
令

和
５
年
度
で
９
．
４
％
と
低
い
が
。

答
弁
▼
令
和
７
年
度
は
約
35
％
と

な
っ
て
い
る
。
必
要
な
方
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
50
％
程
度
を
目
指
し
た
い
。

産
後
１
年
以
内
で
育
児
支
援
が
必
要
な
産
婦
に
対

し
、
状
態
に
応
じ
た
保
健
指
導
を
実
施
し
、
身
体
の
回

復
と
心
理
的
な
安
定
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
安
心
し
て

育
児
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
の
経
費
を
計
上
し

て
い
ま
す
。
事
業
予
算
は
約
６
０
７
万
円
。

5
予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
予
算
）

生
活
保
護
費
引
き
下
げ
違
法

追
加
支
給
へ

6
予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
予
算
）

出
産
さ
れ
た
お
母
さ
ん
を
応
援



電子カルテ導入の伊達赤十字病院

7
予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
予
算
）

電
子
カ
ル
テ
を
導
入
す
る

　
伊
達
赤
十
字
病
院
に
補
助
金

質
疑
▼
全
国
の
日
赤
病
院
で
電
子

カ
ル
テ
導
入
の
際
に
、
日
赤
本
社

が
助
成
し
た
事
例
は
あ
る
か
。

答
弁
▼
そ
の
よ
う
な
事
例
は
把
握

し
て
い
な
い
。
今
回
、
日
赤
本
社

か
ら
の
補
助
は
７
０
０
万
円
と
聞

い
て
い
る
。

質
疑
▼
市
は
基
金
を
取
り
崩
し
て

予
算
を
編
成
す
る
厳
し
い
財
政
状

況
で
あ
る
が
、
総
合
診
療
医
確
保

支
援
と
電
子
カ
ル
テ
を
合
わ
せ
て
、

毎
年
8,

0
0
0
万
円
を
助
成
し

続
け
ら
れ
る
の
か
。

答
弁
▼
現
在
、
財
政
見
通
し
を
集

計
し
て
い
る
。
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
事
業
の
選
択
と
集
中
を
進
め
、

市
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
地
域
医

療
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

6

伊
達
赤
十
字
病
院
は
、
総
額
６
億
5,

0
0
0
万
円

の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。
伊
達
市
は

赤
十
字
病
院
の
借
入
金
に
対
す
る
償
還
補
助
と
し
て
、

令
和
８
年
度
か
ら
令
和
13
年
度
ま
で
毎
年
5,

0
0
0

万
円
、
総
額
３
億
円
を
補
助
し
ま
す
。

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

質
疑
▼
伊
達
市
の
学
校
給
食
の
値

上
げ
は
ど
の
程
度
か
。

答
弁
▼
小
学
校
は
一
食
２
７
０
円

か
ら
３
３
０
円
、
中
学
校
は
一
食

３
３
０
円
か
ら
４
０
０
円
に
引
き

上
げ
る
。

質
疑
▼
値
上
げ
後
の
給
食
費
だ
と
、

国
が
示
す
給
食
無
償
化
の
金
額
を

超
え
る
。
無
償
化
金
額
を
超
え
た

分
は
、
保
護
者
負
担
と
な
る
の
か
。

答
弁
▼
国
の
無
償
化
基
準
額
を
上

回
る
分
は
、
伊
達
市
が
負
担
す
る
。

質
疑
▼
中
学
校
給
食
は
無
償
化
の

対
象
と
な
ら
な
い
の
か
。

答
弁
▼
中
学
校
給
食
の
国
費
に
よ

る
無
償
化
は
ま
だ
検
討
段
階
に
あ

る
が
、
今
回
の
値
上
げ
分
は
、
伊

達
市
が
負
担
す
る
。

物
価
高
騰
の
影
響
も
あ
り
、
学
校
給
食
費
を
値
上
げ
す

る
予
定
で
す
。
一
方
で
、
令
和
８
年
４
月
か
ら
は
、
国
費

に
よ
る
小
学
校
給
食
の
無
償
化
が
始
ま
り
ま
す
。
市
の
給

食
調
理
を
行
う
だ
て
歴
史
の
杜
食
育
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理

費
と
し
て
約
４
億
円
の
予
算
を
計
上
し
ま
す
。

8
予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
予
算
）

給
食
費
値
上
げ

　
　
　
保
護
者
負
担
は
？




